
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

１－①を用いること。 
 
学校名 ＹＩＣ京都ペット総合専門学校 
設置者名 学校法人京都中央学院 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

商業実務 

専門課程 

ペット総合科 
夜 ・

通信 
４８単位 ６単位  

動物看護科 
夜 ・

通信 
１８単位 ６単位  

  
夜 ・

通信 
   

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
ホームページ上にて公表 

 

https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/wp-content/uploads/2016/10/8f5776afc39e

64ab1c41ecb3be28bfe7-9.pdf  
 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 

学科名 

（困難である理由） 

 

  

https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/wp-content/uploads/2016/10/8f5776afc39e64ab1c41ecb3be28bfe7-9.pdf
https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/wp-content/uploads/2016/10/8f5776afc39e64ab1c41ecb3be28bfe7-9.pdf


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 ＹＩＣ京都ペット総合専門学校 
設置者名 学校法人京都中央学院 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
ホームページ上にて公表 

 

https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/wp-content/uploads/2016/10/2a59a830a88

2e522fd664567dab21642.pdf 
 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 株式会社代表取締役 

平成 31 年 4

月 1 日～令

和 5 年 1 月

31日 

経営方針や教育方

針に対する意見・助

言等 

非常勤 株式会社代表取締役 

平成 31 年 4

月 1 日～令

和 5 年 1 月

31日 

経営方針や教育方

針に対する意見・助

言等 

（備考） 

 

  

https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/wp-content/uploads/2016/10/2a59a830a882e522fd664567dab21642.pdf
https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/wp-content/uploads/2016/10/2a59a830a882e522fd664567dab21642.pdf


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 ＹＩＣ京都ペット総合専門学校 
設置者名 学校法人京都中央学院 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表してい

ること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

カリキュラム・ポリシーとは、教育目標やディプロマ・ポリシー等を達成するた

めに必要な教育課程の編成や授業科目の内容および教育方法について基本的な考え

を示したもの。 

本校では、カリキュラム・ポリシーに基づき以下の通り定めています。 

本校は、称号授与の方針に掲げる知識・技能などを習得させるために、専門必須

科目、専門選択必須科目、動物・ペット総合分野及び社会人基礎力分野の選択科目

を体系的に編成し、講義、実技、実習、研修を適切に組合わせた授業を開講します。 
 

職業実践専門課程の教育課程編成委員会を開催し、業界及び企業の方々から教育

課程・シラバスの内容に関してご意見をいただく。ご意見をいただいた内容を精査

し、学科長を中心に教員を含めて見直し、また、学生授業アンケートも参考にして

教育課程・シラバスを修正していく。（毎年の取組み） 

公表に関しては、新入生に対して公表する（ｗｅｂ、冊子配布） 

 

・シラバスの作成：２月末までに完成予定 

・公表：４月頃 
 

 

 

 

授業計画書の公表方法 

ホームページ上にて公表 

ペット総合科 シラバス 

https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/wp-content/uploads

/2016/10/97ca63ca590702787a31edea00f430ed.pdf  

 

動物看護科 シラバス 

https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/wp-content/uploads

/2016/10/a9d86a3c064afbba68f89baac48ece2f.pdf  
 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 

https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/wp-content/uploads/2016/10/97ca63ca590702787a31edea00f430ed.pdf
https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/wp-content/uploads/2016/10/97ca63ca590702787a31edea00f430ed.pdf
https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/wp-content/uploads/2016/10/a9d86a3c064afbba68f89baac48ece2f.pdf
https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/wp-content/uploads/2016/10/a9d86a3c064afbba68f89baac48ece2f.pdf


  

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 
科目の単位の認定は、成績評価が６０点以上であることが必要。履修には授業の

総てに出席することが前提となりますが、８０％以上の授業出席がなければ、成績

評価はなされず、単位は認定されない。 

逆に、授業に全部出席していたとしても、「学ぶべき内容が身についていない 

と判定されれば、成績評価は不可となり、単位は認定さない。 
 
ペット総合科 講義系 

単位認定：総合成績６０点以上、出席率８０％以上  

・成績点７０％、提出物＆授業態度点２０％、出席点１０％を換算して 

総合評価を行う。 

 

ペット総合科 実習系 

単位認定：総合成績６０点以上、出席率８０％以上  

・成績点６０％、提出物＆授業態度点３０％、出席点１０％を換算して 

総合評価を行う。 

 

動物看護科 

単位認定：総合評価６０点以上 出席率８０％以上 

・単位認定試験取得点数７０％、提出物＆授業態度２０％、出席点１０％を 

換算して総合評価とする。 

 

評価点についてについて１００～９０点を秀（Ｓ）ＧＰ４、８９～８０点を優（Ａ）

ＧＰ３、７９～７０点を良（Ｂ）ＧＰ２、６９～６０点を可（Ｃ）ＧＰ１、５９～

０点を不可ＧＰ０とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 



  

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

成績の評価基準 

履修した科目の成績評価は原則として試験により行います。それ以外にレポート

作成、作品作成、実技テスト、資格試験合格、日常の学習態度 など担当教員の指

定する方法によって評価を行う場合があります。各科目の評価方法についてはシラ

バスに記載します。 

総合評価の基準は以下のとおりである。ただし、授業時数の出席率が８０％未満

の者、あるいは学費及び教材費等未納者 については評価点の如何にかかわらず成績

評価は行わない。 
 

      評価点           評価    合否 

 ・１００点 ～ ９０点  秀 （Ｓ）  合格 

 ・ ８９点 ～ ８０点  優 （Ａ）   〃 

 ・ ７９点 ～ ７０点  良 （Ｂ）   〃 

 ・ ６９点 ～ ６０点  可 （Ｃ）   〃 

 ・ ５９点以下     不可（Ｄ）  不合格 

 

ＧＰＡ制度の概要 

本学では、学生の自律的な学修の促進および学生に対する学修指導等に活用する

ことを目的として、ＧＰＡ（Grade Point Average）制度を導入します。各学生の履

修科目の成績評価をグレード・ポイント（ＧＰ）に変換し、ＧＰに当該科目の単位

数を乗じて、その総和を履修総単位数で除した値をＧＰＡとします。 

なお、ＧＰＡに算入する科目は原則「すべての科目」とします。 
 

評価 秀  

（Ｓ） 

優  

（Ａ） 

良  

（Ｂ） 

可  

（Ｃ） 

不可 

（Ｄ） 

なし  しない 

ＧＰ 4.0 3.0 2.0 1.0 0.0 0.0 0.0 

 

ＧＰＡの種別 

本学在学中の全期間における学修の成果を示す指標として「累積ＧＰＡ」を、当

該学期における学修成果を示す指標として「学期ＧＰＡ」を算出します。（ＧＰＡは

小数点第二位まで表示。小数点以下第二位未満の端数があるときは、小数点以下第

三位の値を四捨五入する。） 

 
 

累積ＧＰＡ＝ 

 

 
 

学期ＧＰＡ＝ 

 

 

（在学全期間においてＧＰＡ算入科目のうち履修登録した科目のＧＰ×

当該科目の単位数）の総和 
在学全期間においてＧＰＡ算入科目のうち履修登録した科目の総単位数 

（当該学期においてＧＰＡ算入科目のうち履修登録した科目のＧＰ×当該

科目の単位数）の総和 

当該学期においてＧＰＡ算入科目のうち履修登録した科目の総単位数 



  

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

ホームページ上にて公表 

https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/wp-content/uploads

/2016/10/91299157072b029432fb45f45da9038f.pdf 

 
※学生便覧 P.9「学習の手引き」８.成績評価とＧＰＡ制

度 

 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

ディプロマ・ポリシー（称号授与の方針） 

本校は、教育目標に定める人材を育成するために、所定の期間在籍し、所属学科

において定める専門分野に関する知識・技能並びに社会人基礎力を身につけ、学校・

学科系列ごとに定められた卒業に必要な単位数（卒業所要単位数）を修得すれば「専

門士」の称号を授与する。 
 

 

ペット総合科 

・卒業の要件：必修科目４１単位（１，２３０時間） 、選択必修科目２４単位 

（７２０時間）以上、及び選択科目１単位（３０時間）を合わせて、  

計１，９８０時間（６６単位）以上の履修。 

 

動物看護科 

・卒業の要件：必修科目７６単位（２２８０時間）以上の履修 

 
 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

ホームページ上にて公表 

 

https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/wp-content/uploads

/2016/10/91299157072b029432fb45f45da9038f.pdf 

 
※学生便覧 P.7「学習の手引き」 

３.ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

別表２ 教育課程 

 
 

  

https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/wp-content/uploads/2016/10/91299157072b029432fb45f45da9038f.pdf
https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/wp-content/uploads/2016/10/91299157072b029432fb45f45da9038f.pdf
https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/wp-content/uploads/2016/10/91299157072b029432fb45f45da9038f.pdf
https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/wp-content/uploads/2016/10/91299157072b029432fb45f45da9038f.pdf


  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の

４－①を用いること。 
学校名 ＹＩＣ京都ペット総合専門学校 
設置者名 学校法人京都中央学院 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
https://www.yic-kyoto-technical.ac.jp/wp-content/uploa

ds/2013/10/b0d72a5f1baa0790175c3db02646d89f.pdf 
※P.７ 貸借対照表 

収支計算書又は

損益計算書 

https://www.yic-kyoto-technical.ac.jp/wp-content/uploa

ds/2013/10/b0d72a5f1baa0790175c3db02646d89f.pdf 
※P.1～４ 資金収支計算書、P.５～６ 事業活動収支計算書 

財産目録 
https://www.yic-kyoto-technical.ac.jp/wp-content/uploa

ds/2013/10/24732b15126a17c6cef59c4901ae9a04.pdf 

事業報告書 
https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/wp-content/uploads/

2016/10/77e3db90a5a6379d9c6438a0f80d64ba.pdf 
監事による監査

報告（書） 
https://www.yic-kyoto-technical.ac.jp/wp-content/uploa

ds/2013/10/3ac13ed906e39b7057e35ed07e48288e.pdf 
 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務 

専門課程 
ペット総合科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

 

昼 ６６ 

単位時間／単位 

４３ 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

７６ 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

１１９単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

１６０人 １４３人 ２人 ５人 １８人 ２３人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

カリキュラム・ポリシーとは、教育目標やディプロマ・ポリシー等を達成する

ために必要な教育課程の編成や授業科目の内容および教育方法について基本的

な考えを示したもの。 

本校では、カリキュラム・ポリシーに基づき以下の通り定めています。 

本校は、称号授与の方針に掲げる知識・技能などを習得させるために、専門必

須科目、専門選択必須科目、動物・ペット総合分野及び社会人基礎力分野の選択

科目を体系的に編成し、講義、実技、実習、研修を適切に組合わせた授業を開講

https://www.yic-kyoto-technical.ac.jp/wp-content/uploads/2013/10/b0d72a5f1baa0790175c3db02646d89f.pdf
https://www.yic-kyoto-technical.ac.jp/wp-content/uploads/2013/10/b0d72a5f1baa0790175c3db02646d89f.pdf
https://www.yic-kyoto-technical.ac.jp/wp-content/uploads/2013/10/b0d72a5f1baa0790175c3db02646d89f.pdf
https://www.yic-kyoto-technical.ac.jp/wp-content/uploads/2013/10/b0d72a5f1baa0790175c3db02646d89f.pdf
https://www.yic-kyoto-technical.ac.jp/wp-content/uploads/2013/10/24732b15126a17c6cef59c4901ae9a04.pdf
https://www.yic-kyoto-technical.ac.jp/wp-content/uploads/2013/10/24732b15126a17c6cef59c4901ae9a04.pdf
https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/wp-content/uploads/2016/10/77e3db90a5a6379d9c6438a0f80d64ba.pdf
https://www.yic-kyoto-beauty.ac.jp/wp-content/uploads/2016/10/77e3db90a5a6379d9c6438a0f80d64ba.pdf
https://www.yic-kyoto-technical.ac.jp/wp-content/uploads/2013/10/3ac13ed906e39b7057e35ed07e48288e.pdf
https://www.yic-kyoto-technical.ac.jp/wp-content/uploads/2013/10/3ac13ed906e39b7057e35ed07e48288e.pdf


  

します。 

職業実践専門課程の教育課程編成委員会を開催し、業界及び企業の方々から教

育課程・シラバスの内容に関してご意見をいただく。ご意見をいただいた内容を

精査し、学科長を中心に教員を含めて見直し、また、学生授業アンケートも参考

にして教育課程・シラバスを修正していく。（毎年の取組み） 

公表に関しては、新入生に対して公表する（ｗｅｂ、冊子配布） 

・シラバスの作成：２月末までに完成予定、公表：４月頃 
 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

 

科目の単位の認定は、成績評価が６０点以上であることが必要です。履修には

授業の総てに出席することが前提となりますが、８０％以上の授業出席がなけれ

ば、成績評価はなされず、単位は認定されない。 

逆に、授業に全部出席していたとしても、「学ぶべき内容が身についていない」 

と判定されれば、成績評価は不可となり、単位は認定されない。 

 

ペット総合科 講義系 

単位認定：総合成績６０点以上、出席率８０％以上  

成績点７０％、提出物＆授業態度点２０％、出席点１０％を換算して 

総合評価を行う。 

 

ペット総合科 実習系 

単位認定：総合成績６０点以上、出席率８０％以上  

成績点６０％、提出物＆授業態度点３０％、出席点１０％を換算して 

総合評価を行う。 

 

評価点について１００～９０点を秀（Ｓ）ＧＰ４、８９～８０点を優（Ａ）ＧＰ

３、７９～７０点を良（Ｂ）ＧＰ２、６９～６０点を可（Ｃ）ＧＰ１、５９～０

点を不可ＧＰ０とする。 
 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

ディプロマ・ポリシー（称号授与の方針） 

本校は、教育目標に定める人材を育成するために、所定の期間在籍し、所属学

科において定める専門分野に関する知識・技能並びに社会人基礎力を身につけ、

学校・学科系列ごとに定められた卒業に必要な単位数（卒業所要単位数）を修得

すれば「専門士」の称号を授与する。 

 

・卒業の要件：必修科目１，２３０時間（４１単位） 、選択必修科目７２０ 

時間（２４単位）以上、及び選択科目３０時間（１単位）を合わせて、  

計１，９８０時間（６６単位）以上の履修。 

学修支援等 

（概要） 

・学費サポート制度 

   ・特待奨学生制度、ひとり暮らしサポート制度、就学支援制度 

 ・なんでも相談窓口 



  

   ・スクールカウンセラー、総合支援 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 46 人 

（100％） 

0人 

（  ％） 

43人 

（  93.5％） 

3人 

（  6.5％） 

（主な就職、業界等） 

 ペットショップ、ペット美容サロン、犬の幼稚園、動物病院 

（就職指導内容） 

・キャリアデザインⅠ、Ⅱの授業で就職活動に関する必要な知識を覚え、個々の就

労 

意識を高め就職活動に役立てる取組を行う。 

・学内企業説明会（ペットショップ、ペット・動物関係企業）を開催する。 

・教員、就職担当者による個別指導及び個別相談実施 

 （職業教育・キャリア教育財団のキャリアサポーター有資格の教職員による） 
 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

（社）ジャパンケネルクラブ公認トリマーＣ級ライセンス、全国動物専門学校協会 

認定トリマー検定１級、ジャパンケネルクラブ公認 ハンドラーＣ級ライ 

センス、ジャパンケネルクラブ愛犬飼育管理士、愛玩動物飼養管理士１級・ 

２級、損害保険募集人資格、アニマルヘルパー 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  117人 5 人  4.2％ 

（中途退学の主な理由） 

 進路ミスマッチ、進路変更、身体的理由 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

退学者の撲滅は最重要課題の一つと考え、その原因を分析し、それぞれに対応し

た対策をとっている。 

退学の理由には、①怠学による学業不振、②精神的疾患による登校拒否、③学費

支弁困難、④病気・怪我・その他がある。 

① については基本的には学校責任と考え、カリキュラム・授業方法（アクティ

ブラーニング等）の改善、生活指導。 

 

②については QU（学生生活アンケート）を採用し、スクールカウンセラー・担任



  

制などのきめ細やかな施策により、退学者の撲滅を図っている。教育指導法につ

いては、教員研修等を計画的に行い資質向上に努めている。 

③については、学内奨学金や学費支弁の便宜等を行っている。その結果表向き経

済的理由による中退者は殆どなくなったが、アルバイト等により学費補填が必要

な学生は、疲労から来る体調不良などのために怠学となるケースも多々あり、広

義の経済的理由による中退者は若干増えると考えている。 
 

 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務 
商業実務 

専門課程 
動物看護科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

２年 

 

 

昼 ７６ 

単位時間／単位 

５４ 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

２７ 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

単位時間

/単位 

８１単位時間／単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

８０人 ６８人 0人 ３人 １０人 １３人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

カリキュラム・ポリシーとは、教育目標やディプロマ・ポリシー等を達成する

ために必要な教育課程の編成や授業科目の内容および教育方法について基本的

な考えを示したもの。 

本校では、カリキュラム・ポリシーに基づき以下の通り定めています。 

本校は、称号授与の方針に掲げる知識・技能などを習得させるために、専門必

須科目、専門選択必須科目、動物・ペット総合分野及び社会人基礎力分野の選択

科目を体系的に編成し、講義、実技、実習、研修を適切に組合わせた授業を開講

します。 

 

職業実践専門課程の教育課程編成委員会を開催し、業界及び企業の方々から教

育課程・シラバスの内容に関してご意見をいただく。ご意見をいただいた内容を

精査し、学科長を中心に教員を含めて見直し、また、学生授業アンケートも参考

にして教育課程・シラバスを修正していく。（毎年の取組み） 

公表に関しては、新入生に対して公表する（ｗｅｂ、冊子配布） 

 

・シラバスの作成：２月末までに完成予定、公表：４月頃 
 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

科目の単位の認定は、成績評価が６０点以上であることが必要です。履修には

授業の総てに出席することが前提となりますが、８０％以上の授業出席がなけれ

ば、成績評価はなされず、単位は認定されない。 

逆に、授業に全部出席していたとしても、「学ぶべき内容が身についていない」 



  

と判定されれば、成績評価は不可となり、単位は認定されない。 

 

単位認定：総合評価６０点以上 出席率８０％以上 

単位認定試験取得点数７０％ 提出物＆授業態度２０％ 出席点１０％を 

換算して総合評価とする。 

 

評価点について１００～９０点を秀（Ｓ）ＧＰ４、８９～８０点を優（Ａ）Ｇ

Ｐ３、７９～７０点を良（Ｂ）ＧＰ２、６９～６０点を可（Ｃ）ＧＰ１、５９～

０点を不可ＧＰ０とする。 
 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

ディプロマ・ポリシー（称号授与の方針） 

本校は、教育目標に定める人材を育成するために、所定の期間在籍し、所属学

科において定める専門分野に関する知識・技能並びに社会人基礎力を身につけ、

学校・学科系列ごとに定められた卒業に必要な単位数（卒業所要単位数）を修得

すれば「専門士」の称号を授与する。 

 

・卒業の要件：必修科目７６単位（２２８０時間）以上の履修 
 

学修支援等 

（概要） 

・学費サポート制度 

   ・特待奨学生制度、ひとり暮らしサポート制度、就学支援制度 

 ・なんでも相談窓口 

   ・スクールカウンセラー、総合支援 
 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 23 人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

23人 

（100％） 

0人 

（  0％） 

（主な就職、業界等） 

 動物病院 

（就職指導内容） 

・キャリアデザインⅠ、Ⅱの授業で就職活動に関する必要な知識を覚え、個々の就

労 

意識を高め就職活動に役立てる取組を行う。 

・学内企業説明会（ペットショップ、ペット・動物関係企業）を開催する。 

・教員、就職担当者による個別指導及び個別相談実施 

 （職業教育・キャリア教育財団のキャリアサポーター有資格の教職員による） 
 



  

（主な学修成果（資格・検定等）） 

認定動物看護師、全国動物専門学校協会動物看護師１級・２級、愛玩動物飼養 

 管理士１級・２級、損害保険募集人資格、アニマルヘルパー、電話検定、コミュ 

 ニケーション検定上級、文章検定３級 
 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

 51人 3 人  5.8％ 

（中途退学の主な理由） 

 進路ミスマッチ 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 

退学者の撲滅は最重要課題の一つと考え、その原因を分析し、それぞれに対応し

た対策をとっている。 

退学の理由には、①怠学による学業不振、②精神的疾患による登校拒否、③学費

支弁困難、④病気・怪我・その他がある。 

①については基本的には学校責任と考え、カリキュラム・授業方法（アクティブ

ラーニング等）の改善、生活指導。 

②については QU（学生生活アンケート）を採用し、スクールカウンセラー・担任

制などのきめ細やかな施策により、退学者の撲滅を図っている。教育指導法につ

いては、教員研修等を計画的に行い資質向上に努めている。 

③については、学内奨学金や学費支弁の便宜等を行っている。その結果表向き経

済的理由による中退者は殆どなくなったが、アルバイト等により学費補填が必要

な学生は、疲労から来る体調不良などのために怠学となるケースも多々あり、広

義の経済的理由による中退者は若干増えると考えている。 
 

 

  



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

ペット総合科 150,000 円 830,000円 568,000 円  

動物看護科 150,000 円 830,000円 505,000 円  

   円 円 円  

   円 円 円  

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/wp-content/uploads/2016/10/25defe42615d

495e02a6657f04cb4d3e.pdf 
 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

 

「専修学校における学校評価ガイドライン」で示された企業等と具体的な連携の視点

から検証した自己点検評価について、企業と学校関係者からなる「学校関係者評価委

員会」の評価・助言・提言を受ける。学校関係者評価委員会においては、本校が行う

自己点検評価の結果と根拠を示し、とくに職業実践的な教育活動に適したものである

かなど、当該年度の重点項目を中心に意見等をまとめる。結果を反映した実行計画を

作成し、次年度の重点項目を定め、学校教育・学校運営を行い、本校の概念である「地

域社会の発展に貢献する、地域の皆さんのための教育機関」の実現に注力する。 
 

主な評価項目 

・教育理念、目標 

・学校運営 

・教育活動 

・学修成果 

・学生支援 

・教育環境 

・学生の受入れ募集 

・財務 

・法令等の遵守 

・社会貢献、地域貢献 

・国際交流 

 

委員の定数 
委員会を構成する委員は３名以上とし、学校法人京都中央学院各校の教職員以外の 

者で次に掲げる者のうちから、各校校長もしくは担当理事が委嘱する。 

（１）保護者 

https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/wp-content/uploads/2016/10/25defe42615d495e02a6657f04cb4d3e.pdf
https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/wp-content/uploads/2016/10/25defe42615d495e02a6657f04cb4d3e.pdf


  

（２）学校法人京都中央学院各校卒業生 

（３）地域住民 

（４）地元企業関係者 

（５）高等学校関係者 

（６）その他教育に関する有識者 

 ※学校法人京都中央学院 学校関係者評価委員会規程 

 

評価結果の活用方法 
・学校関係者評価委員会でいただいた意見をまとめて、次年度の学校運営に向けて 

 校長の指示の下で各部署のリーダーが中心になり全教職員で取組む 

・実施時期 

 年度内 

・責任者 

 学校長 

 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

公益社団法人滋賀県獣医師会 平成 31年 4月 1日～令

和 3年 3月 31日 
業界団体 

公益社団法人京都市獣医師会 平成 31年 4月 1日～令

和 3年 3月 31日 
業界団体 

一般社団法人ジャパンケネルクラブ 

近畿ブロック協議会 

平成 31年 4月 1日～令

和 3年 3月 31日 
業界団体 

ダクタリ動物病院 京都医療センター 

 

平成 31年 4月 1日～令

和 3年 3月 31日 
卒業生 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/wp-content/uploads/2016/10/f819876ccb5cc

18676484af858c78f5f-4.pdf 

 
 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp 
 

 

 

備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。 

 

https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/wp-content/uploads/2016/10/f819876ccb5cc18676484af858c78f5f-4.pdf
https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/wp-content/uploads/2016/10/f819876ccb5cc18676484af858c78f5f-4.pdf

